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0. はじめに 
卒業論文では、イタリア南部におけるナポリ地域の話者にアンケート調査とインフォー
マント調査を行い、イタリア語1 ナポリ方言2 語彙の使用頻度及びその変化と要因について
述べた。本発表では卒業論文の一部であるアンケート調査の結果に基づき、ナポリ方言語
彙使用の世代差について考察する。対象とする語彙は原則として辞書の見出し語にあるも
のに限る(1.2節で後述)。 
なお、特に断りがない限り、本文中の日本語訳、例文番号、太字、斜体、囲み字は発表
者によるものであり、斜体はナポリ方言を表す。 
 
1. 先行研究 
本発表では紙面の都合上、本研究に最も関係の深い長神(1988)と Jaberg and Jud (1987a, 
1987b)を取り上げる。長神(1988)はイタリア語とイタリア語諸方言について記述しており、
Jaberg and Jud (1987a, 1987b)は 1924年頃のナポリ方言に関して記述している研究として注
目に値する。 
 
 
1.1. 長神(1988)  
網羅的にイタリア語について記述している長神(1988)はイタリア語を標準イタリア語と
地域イタリア語に分けている。標準イタリア語、地域イタリア語、イタリア語諸方言に関
する記述を以下に要約する。 
 
 
                                                        
1 ロマンス諸語の 1つ。話者数約 6200万人。他のロマンス諸語同様、起源は古代ローマ人が用いたラテン
語。標準イタリア語はトスカナ地方の方言、その中でもフィレンツェ方言を基盤にして形成されたもので
ある。母音音素 7 個、子音音素 21 個、半母音音素 2 個(長神 1988: 591-598 を要約)。本発表での表記は正
書法に倣う。本発表では標準イタリア語はナポリ方言と区別するため、標準イタリア語と呼ぶ。 
2
 ナポリ方言は中・南部イタリア方言群、南部イタリア諸方言、カンパニア方言に属している(長神 1988: 
592を参考)。1976年現在話者数は 704万人で、ナポリ方言は標準イタリア語とは大きく異なる (Grimes ed. 
1984: 320を参考)。呼称をナポリ語とするかナポリ方言とするかは定められていないが、本発表ではナポリ
方言で統一する。本発表でいうナポリ方言とはイタリア共和国カンパニア州ナポリ県の県庁所在地ナポリ
の方言を指す。なお、ナポリ方言の正書法はいまだ確立されていない。本発表のナポリ方言の表記は Iandolo 
(1994: 61)に倣い、母音 6字(a, e, i, j, o, u)と子音 16字(b, c, d, f, g, h, l, m, n, p, qu, r, s, t, v, z)の計 22字を使用す
る。ただし引用においては原書のままにしておく。 
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標準イタリア語 :  トスカナ地方の方言を基盤に形成されたもの。 
地域イタリア語 :  標準イタリア語が話し言葉として用いられる際に特に音声面において
地域ごとに異なった特徴が加わったもの。 
イタリア語諸方言:  その土地土地で話されていたラテン語が変化し、形成されたもの。 
 (長神 1988: 592を要約) 
 
この分類に従うと、ナポリ方言はイタリア語諸方言に当てはまる。長神(1988)はこれらの
分類について、具体例を取り上げておらず、地域イタリア語についてもこれ以上は言及し
ていない。そこでこれらの分類に関する具体例を、ナポリ方言文法書である Iandolo (1994: 
251)とナポリ方言辞書の Aspromonte (2002)から取り上げて以下に示す。以降、特に断りがな
い限り、本発表での地域イタリア語とは、ナポリに標準語が入ってきた際ナポリの地域の
特色を受けて変化したものを指すこととする。 
 
表 1: ナポリ方言と地域イタリア語、標準イタリア語の違いを示す例 
ナポリ方言 地域イタリア語 標準イタリア語 日本語訳 
stasciòna Stazzione stazione 駅 
affiurarse, fiurarse, penzà’, smacenà’ immagginare immaginare 想像する 
(Aspromonte 2002 と Iandolo 1994: 251より発表者が作成) 
 
表 1 を見ると、まず、地域イタリア語と標準イタリア語の場合は、音の面で違いが見ら
れる。次に、ナポリ方言と標準イタリア語の違いに注目すると、「駅」に相当する語彙の場
合は音において違いが見られる一方、「想像する」という意味にはそれぞれ異なる語彙を用
いることがわかる。 
 
1.2. Jaberg and Jud (1987a, 1987b) 
Jaberg and Jud (1987a, b)は 1924年に方言調査を行い、それを地図にまとめたもので、いわ
ゆるイタリア言語地図を提示している。方言調査の範囲はイタリア全土と南スイスの一部
を含めた計 1,000地点である。Jaberg and Jud (1987a, b)は 2部で構成されているが、この内、
第 1 部の Jaberg and Jud (1987a)は調査全般について述べている。第 2 部の Jaberg and Jud 
(1987b)では編者である Sanga によって方言と標準イタリア語の違いが目立つという理由で
選ばれた 54項目の方言地図が挙げられている。Jaberg and Jud (1987a, b)の書名は AIS Atlante 
Linguistico ed etnografico dell’Italia e della Svizzera meridionale である。以下 Jaberg and Jud 
(1987a, 1987b)の両方をさす場合を AIS、Jaberg and Jud (1987a) (第 1部)を指す場合を AISⅠ、
Jaberg and Jud (1987b) (第 2部)を AISⅡと呼ぶこととする。 
なお地図上の表記はラテン・アルファベットではなく、イタリア言語学での音声記号を
用いているが、本発表においてはラテン・アルファベット表記に直して提示する。これに
関してはインフォーマント A(男性、1987 年生まれ)とインフォーマント B(女性、1988 年生
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まれ)の確認を受けた。インフォーマントは両者共に 2011-2012 年現在学生で、言語形成期
をナポリで過ごした。AISⅡで挙げられている 54項目の中で 7項目がナポリ(地点 721)では
空白であり、記述がみられるのは 47個である。さらに、47項目のすべてが辞書(Aspromonte 
2002)の見出し語にあるわけではなく、そこにはさらに動詞が変化したもの(屈折)、名詞の
複数形なども含まれている。以下に 47項目の内訳を示す。 
 
表 2: 47項目の形式による分類 (標準イタリア語の項目名を示す) 
名詞、形容詞、動詞の辞書形 grembiule (エプロン) , siepe (生け垣) ,など 33 
文あるいは句であるもの ho la febbre (私は熱がある) ,  
nell’ acqua calda (温水の中で) など 
10 
屈折した形式 vogliono (volere の三人称複数)  
è piovuto (piovere の過去形) ,cascò (cadere の過去形) 
3 
名詞の複数形 due donne (二人の女性) 1 
合計 47 
 
上の表 2で太線の囲み部分で斜体の字である、辞書の見出し語 33項目をアンケート調査
の項目として取り上げる。 
 
1.3. 先行研究のまとめと問題点 
先行研究を検討すると、標準イタリア語と地域イタリア語、そしてナポリ方言の区別が
明らかではない。特に地域イタリア語について長神(1988)と Iandolo (1994) が全く同じもの
を指すかどうかは疑わしい。 
ナポリ方言語彙使用については、AISⅡのナポリ方言の調査は 1924 年に行われたもので
あり古い資料である。そのため、例えば「鋳掛けの行商人」といったように現在よく使う
とはいえない語も見られることに問題がある。AISⅡで挙げられている方言語彙が今も使わ
れているのか、現在ナポリ方言はどの程度使用されているのかについて論じている研究は
管見の限り見当たらない。 
 
2. アンケート調査 
2.1. 調査方法 
・調査対象の方言語彙について 
アンケートの項目は、AIS の、辞書の見出し語である 33 語を基盤に使用する。AIS には
基本的に定冠詞または不定冠詞がついている。辞書である Aspromonte (2002)の見出しには
定冠詞や不定冠詞は併せて載せられていないので、アンケートでは定冠詞または不定冠詞
は取り除いた。この 33語をそれぞれナポリ方言辞書の Aspromonte (2002)で引き、違う語で
記載されていればそれも対象項目に入れる。AISⅡでナポリ地点に記述があったものを全て
総数に数える。例えば「白」は bianco, bianca, bianchi (辞書の見出し語である bianco、それか
ら変化した bianca, bianchi)の 3 語が AIS の項目では扱われているが、地点 721 では bianco
に対応する語しかみられない。辞書の見出し語でも bianco しかないので、この場合 bianco
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のみを扱うこととする。一方例えば「若者」は ragazzo(男性単数), ragazza (女性単数)の 2語
それぞれ地点 721では記述があった。「若者」のように地点 721で記述があった語とそれが
変化したものはそれぞれ 1つと数え、総数は 44語とした。上述のようにこれと対応してい
た Aspromonte (2002)の語彙は複数ある場合もあった。AIS の語彙と一致する場合もあれば、
さらに一致しない語がいくつも得られた場合もあった。以下に例を示す。 
 
表 3: AISⅡと Aspromonte (2002)で異なる語が出た項目 
 AISⅡ Aspromonte (2002) 
教父         (padrino) cumbare cumpare, parrìno, patrìo, sangiuvanne  
言語           (lingua) léngua léngua, assalanà’ 
 
これら全てを重なりのないよう集積したものを調査の対象語彙とした。その総数は 114
語である。これら 114語は後述の表 6に全て載せてある。 
 
・質問の形式と点数化、インフォーマントについて 
 質問の形式と点数化は佐藤(1986)を参考にした。佐藤(1986)は山形県村山方言語彙使用の
世代調査を行い、どのような方言語彙が残りやすく、また壊れやすいのかについて述べて
いる。形式はまず AIS の、辞書の見出しにある語 33 語をイタリア語の単語で挙げ、AISⅡ
と Aspromonte (2002)からそれに当たるナポリ方言の単語と、イタリア語、その他(どの語も
使用しない場合インフォーマントが使用する語を記入してもらう)の使用度合をそれぞれに
5 段階 A~E に分けてもらう。そしてそれを使用語彙(A. いつも使っている、B. たまに使う、
C. 昔は使ったが、今は使わない)として 2点、理解語彙(D. 聞いたことはあるが、使ったこ
とはない)として 1 点、意味不明語彙(E. 聞いたことも使ったこともない)として-2 点を与え
て数値化した。 
インフォーマントはいずれも言語形成期をナポリで過ごした生え抜きである。若年層、
壮年層は共に 10名ずつで合計 20名(10名×2世代)である。本調査では、地域差が出ないよ
うにインフォーマントは全員ナポリ市の中心部に属する歴史地区に居住の方にお願いした。
本発表では以降、ナポリ方言は歴史地区周辺を指すこととする。若年層は皆 20代で、差は
20 歳～26歳である。男女ともに 5名である。壮年層は差が 48歳～63歳である。男性 4名、
女性が 6名である。 
若年層と壮年層がそれぞれ 10名ずつで、使用語彙に 2点、理解語彙に 1点、意味不明語
彙に-2点を与えた。全員が使用語彙としていれば 1世代それぞれ満点 20点、全員が意味不
明語彙とすれば-20点である。アンケートの中には、無回答のものもみられたので、結果を
均一に見るためにパーセンテージに換算した(小数点第二位は四捨五入)。 
 
2.2. アンケート調査の前の意識調査 
 1.3節でも述べたとおり、ナポリ方言と地域イタリア語間にはっきりとした区別はないよ
うである。そのため、ナポリ方言話者がナポリ方言と地域イタリア語に対する認識を持ち、
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またそれが共通したものであるのかをまず調査する。2.1節で調査対象とした語彙を、イン
フォーマント C(男性、1990年生まれ)、D(女性、1985 年生まれ)の 2名にナポリ方言か地域
イタリア語か区別してもらった。両者共に 2011-2012 年現在学生で、言語形成期をナポリで
過ごした。以下に両名が地域イタリア語だと答えたものを示す。ここに挙げていない語は
全てインフォーマントがナポリ方言とみなしたものである。 
 
表 4: インフォーマント 2名が地域イタリア語と判断した語 
インフォーマント C piede (péde, pedezzullo) 足  (単数) / cieco (cecato) 見えない、無分別な  / 
macellaio (ammazzapiécure, scannapiécure) 肉屋 / rospo (’rana) ヒキガエル / 
porco (fétente) 豚 (単数) / bianco (iàngo) 白 
インフォーマント J testa (capo) (capa) 頭 / lingua (assalanà’) 言語 / strega (fattucchiara) 魔女  
 
以上のように、インフォーマント 2 名が共通して地域イタリア語と認識する語はなく、
双方で地域イタリア語に対する認識が異なることがわかる。本発表では両者の区別をせず、
上記で挙げた語も含めて全てナポリ方言語彙として扱うこととする。また、調査中にイン
フォーマント 2 名が共通して標準イタリア語と認識している語があることがわかった。そ
れは「若者」を意味する fanciullo (ragazzo, 男性単数)と「黒」を意味する scuro (nero, 男性
単数)である。イタリア語の辞書である郡(2005)で確認したところ、見出し語として郡(2005)
に記載されていることを確認した。標準イタリア語である可能性が非常に高いが、ナポリ
方言の辞書である Aspromonte (2002)にも記載があったため、本発表では調査語彙に入れて
おく。 
 
3. 調査結果 
 調査語彙 114語の使用率の世代差の結果を述べる。やはり壮年層の方が若年層よりも使
用率が高い語が多かったものの、壮年層の方が若年層よりも低い語もみられた。以下に結
果とその内訳を表で示す。パーセンテージは小数点第 1位で四捨五入したものである。 
 
表 5: 使用率の世代差の結果 
世代差 語数 割合 
壮年層の方が若年層よりも使用率が高い語 56 49% 
壮年層の方が若年層よりも使用率が低い語 32 28% 
壮年層と若年層の使用率が同じ語 26 23% 
計 114 100% 
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表 6: ナポリ方言語彙使用の世代差の内訳 
壮年層の方が若年層よりも使用率が高い語 
(56語) 
壮年層の方が若年層よりも
使用率が低い語 (32語) 
壮年層と若年層の使用
率が同じ語 (26語) 
padrino (cumpare, sangiuvanne) 教父 / ragazza 
(tetélla, zancòlla, zetèlla, perzechèlla, 
quatranèlla) 若者  (女 ) / testa (capo) (capa, 
mmùmmera, chiòcca, còccia, lampióne) 頭  / 
lingua (léngua) 言 語  / piede (pedezzullo, 
perezzullo, pedecóne) 足 (単数) / piedi (piere) 
足 (複数) / calderaio (ambulante) 
(caouararara,stanatiella, rammàro) 鋳掛けの行
商人  / fabbro (ferraro) 鍛冶屋、鉄工  / 
falegname (màstorasce) 家具職人 / macellaio 
(ammazzapiécure, scannapiécure) 肉屋  / uno 
(une, ‘nu) 1 / due (rì) 2 / gennaio (gennare) 一月 
/ venerdì (vièrnarì) 金 曜 日  / pipistrello 
(trapestèllo) コウモリ / rospo (granavuóttulo) 
ヒキガエル  / lucciola (luce-luce) ホタル  / 
farfalla (palómma, palummèlla) チョウ / buono 
(buone, ’e còre,lélla-palélla, sanfasò) よい (男
性単数) / buona (bona) よい  (女性単数) / 
buono (buone) よい  (男性複数 ) / strega 
(fattucchiara, ianara) 魔 女  / accendere 
(appiccià, abbambà, allummà’) 火をつける、点
灯する  / ape (vèspere) ミツバチ  / fiore 
(accuppatura) 花 (単数) / fiori (scúre) 花 (複
数) / bianco (iango) 白 / prato (prate) 牧草地 
(単数) / prati (prate) 牧草地 (複数) / lavorare 
(faticà) 働く (原型) / lavora (fatic) 働く (三人
称単数) / siepe (sèpa) 生け垣 / nero (nire) 黒 
(単数) / neri (nire) 黒 (男性複数) 
padrino (cumbare) 教 父  / 
ragazzo (guaglione) 若者 (男) 
/ culla (cònnola, cònnula) ゆり
かご、幼年期  / testa (capo) 
(capazzèlla) 頭  / labbro 
(musso) 唇  / piede (pède, 
pedagna) 足  (単数 ) / piedi 
(pède, catapède) 足  (複数) / 
cieco(’ncatarattato) 見 え な
い、無分別な / fabbro 
(chiuvaruólo) 鍛冶屋、鉄工 / 
macellaio (canjiero) 肉屋  / 
arcobaleno (àrcobbaleno) 虹 / 
rospo (’rana, ritroso) ヒキガ
エル / farfalla (papaglióne) チ
ョウ / strega  
(streca,arrobbapiccerille) 魔女 
/ porco (puórco, chiavecóne 
, fétente, schifenzuso, 
schifuso, zuzzuso) 豚 (単数) / 
porci (puórco) 豚  (複数 ) / 
bianco (ianco) 白 / grembiule 
(màndesino, 
antecunnale) エプロン / nero 
(annegrecato, scuro) 黒 (男性
単数) / nera (nere) 黒 (女性単
数)  
padrino (parrìno, 
patrìo) 教父 / ragazzo 
(fanciullo) 若者  (男 ) / 
ragazza (guaglióna) 
若者 (女) / culla 
(naca) ゆりかご、幼年期 
/ testa (capo)  
(cataròzzula) 頭 / 
lingua (assalanà’) 言語 / 
piede (pére) 足 (単数) / 
cieco (cecato) 見 え な
い、無分別な  / fabbro 
(chiuvarulo) 鍛冶屋、鉄
工 / macellaio 
(bucciéro, chianchiére, 
vuccèra, vucciére) 肉屋 
/ pipistrello (spurtiglióne) 
コ ウ モ リ  / lucciola 
(lucelalucele, 
asciacatascia, 
catacatascia, culelùceta) 
ホ タ ル  / epilessia 
(gliòcce) 癲 癇  / ape 
(cacchióne) ミツバチ  / 
fiore (scióre) 花 (単数) / 
grembiule (mantesino, 
panùnzio, senale, sinale) 
エプロン 
 
上の世代差の分類それぞれに特に共通する特徴はないようである。本発表では紙面の都
合上、上の表 5と表 6の斜体部分の、「壮年層の方が若年層よりも使用率が低い語」につい
て考察する。 
 
4. 考察 
壮年層の方が若年層よりも使用率が低い語が現れた要因については、以下の 3 点が考え
られる。 
 
① 標準イタリア語の侵入により、より標準イタリア語に形が近い語(または地域イタリア
語)がもともとのナポリ方言語彙に置き換わった場合(標準語化) 
② そのナポリ方言語彙が新方言である場合(①の場合を除いたもの) 
③ そのナポリ方言語彙の復興によるものである場合 
 
②は新方言と断定するのは早計であるため、本発表では②に関しては言及せず①と③の
みを取り上げる。 
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① 標準イタリア語の侵入により、より標準イタリア語に形が近い語 (または地域イタリア
語) がもともとのナポリ方言語彙に置き換わった場合(標準語化) 
これは、2.2節で行った地域イタリア語に関する意識調査で、インフォーマント 2名が地
域イタリア語と認識している語、2語がこれに対応すると考える。また 2.2節で挙げた標準
イタリア語の可能性が非常に高い語は 1語がこれに対応すると考える。更に 32語の内、地
域イタリア語であると判断される語が 3語ある。その内訳を以下に示す。 
 
表 7: 地域イタリア語、または標準イタリア語と考えられる語の内訳 
意識調査により地域イタリア語と考えられる語 piede (pède) 足 (単数)  
rospo (’rana) ヒキガエル 2語 
標準イタリア語と考えられる語 nero (scuro) 黒 (男性単数)  
1語 
発表者により地域イタリア語と考えられる語 labbro (musso) 唇  
arcobaleno (àrcobbaleno) 虹  
bianco (ianco) 白  
3語 
 
まず、「黒(男性単数)」を意味する scuro (標準イタリア語は nero)は、2.2節の意識調査に
基づくと、標準イタリア語である可能性が高い語である。ところが、若年層と壮年層の使
用率がそれぞれ 90%と 0%で、著しい差が見られることが注目される。このことから考える
と、scuro (標準イタリア語は nero)は比較的新しくナポリ地域に入ってきた語彙である可能
性が高いと思われる。 
次に、「虹」の àrcobbaleno (標準イタリア語は arcobaleno)と「白」の ianco (標準イタリア
語は bianco)は、音の違いが見られることから、地域イタリア語である可能性が高いと看做
し得る。「唇」の musso に関しては、AISⅠに挙げられた標準イタリア語の labbro と形が違
う。郡(2005)で確認したところ、標準イタリア語で「動物の鼻孔部、人間の顔」を意味する
musoがあり、この 2語の音の違いが見られることから、地域イタリア語であると推測する。 
「唇」を意味する labbro (musso)と「虹」を意味する arcobaleno (àrcobbaleno)を囲み線で示
した理由については次の段落で述べる。 
 
③ そのナポリ方言語彙の復興によるものである場合 
ナポリ方言語彙の復興による語には、AIS で記載がある語、もしくは AIS と Aspromonte 
(2002)両方に記載がある語が該当すると考えられる。これに対応する語は前者は 9語、後者
は 2 語である。AIS の語は 1924 年の方言調査で得られた語で、古くからあるナポリ方言語
彙である。そのため、通常であれば壮年層の方が高い、もしくは 2 世代は同じ使用率を示
すと考えられる。ところがアンケート調査の結果、若年層の方が高い使用率を示す語もみ
られた。その要因としては該当する語が 1924年の時点で存在したが、壮年層では廃れ、若
年層で復興した語である可能性が挙げられる。上の 2 パターンに該当する語を次の表に示
す。 
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表 8: ナポリ方言語彙の復興によると看做される語 
AIS で記載がある語 padrino (cumbare) 教父 /  
ragazzo (guaglione) 若者 (男) /  
culla (cònnola) ゆりかご、幼年期 /  
macellaio (canjiere) 肉屋 /  
arcobaleno (àrcobbaleno) 虹 /  
strega (streca) 魔女 /  
porci (puórco) 豚 (複数) /  
grembiule (màndesino) エプロン /  
nera (nere) 黒 (女性単数) 
 
 
 
 
 
 
9語 
AIS と Aspromonte (2002) 両方に記載がある語 labbro (musso) 唇 /  
porco (puórco) 豚 (単数) / 
 
2語 
 
 囲み線の 2 語は①と③の両方に当てはまる語である。この 2 語に関しては、地域イタリ
ア語が 1924年の時にすでに使われていた語であり、①に属する他の語よりも前にナポリ地
域に入ってきた語であると考えられる。 
 
5. まとめと今後の課題 
アンケート調査の結果、ナポリ方言語彙は全体的に壮年層において使用率の高い語が多
かったが、若年層の方の使用率の高い語も 28%見られた。本発表では、若年層の方の使用
率が壮年層を上回る語彙を提示するとともにその要因について考察を行った。標準イタリ
ア語の可能性が高い語でも世代差が現れる語が 1 語ではあるがあることがわかった。今回
の調査では調査語彙を語種や品詞別に分けた際、数に偏りが見られ、また語数自体が少な
かった。今後、語彙数を増やし、語種、品詞によって語彙の使用率とその世代差の特徴が
あるかどうかについて調べることが必要である。そして同じナポリ方言でも、標準イタリ
ア語と似ている語彙があるかどうか、標準イタリア語からの由来の可能性、さらにはラテ
ン語または他の語からの由来の可能性も考慮して今後より詳細な分類をしていきたい。 
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